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定員 項　目 件数 主　　　な　　状　　　況

事故 6

〇丸太から落下し、右下第二歯脱臼
〇友達に手を引っ張られて右肘内障
〇鉄棒から落下し、左上腕骨顆上骨折
〇園庭で走っていて、右足首捻挫
〇友達とのトラブルで、右頬挫傷
〇縄跳びで着地時に、右頚部捻挫

苦情
意見

1 〇子ども同士のトラブルについて

検証

事故 10

〇正門が開いており園児が園外に出る
〇手を持って起こした際の肘の脱臼（脱臼しやすい園児だった）
〇アレルギー児の誤食
〇ドアで足の指を挟み負傷　　など

苦情
意見

3
〇保護者対応について
〇友だちとのトラブルについて

検証

事故 11

○アレルギー食材の誤食　　　○他児につまずき転倒し、左眼瞼裂傷
○転倒し、前歯のぐらつき(3件)、上唇小帯出血(1件)、口唇裂傷(1件)
○園外散歩で転倒し前歯に亀裂　　○食事の椅子に座ろうとして転倒し、後頭部打撲
○園庭にある南天の実を鼻に入れた　　○保育室で転倒し机に当たり後頭部裂傷

苦情
意見

2
○受傷時の対応について
○食事用エプロン・タオルの入れ間違いが多いことについて

検証

事故 20

〇こけて机などで顔を打ち歯の打撲　4件　　　 〇階段でこけて前歯損傷
〇階段でこけて顎打撲　　〇こけて箱にぶつかり口内損傷
〇他児に目頭あたりを鉛筆で付かれ傷になる　　〇咽頭異物（魚の骨）3件
〇目の周辺を挫創　〇机で脚の指を挟み挫創　　〇木の実を鼻に入れた
〇かごに指がはまり抜けなくなり鬱血          〇他児の手が目に入り結膜炎症
〇砂が眼球に入る　　2件      〇ボールで転んで後頭部打撲　　　〇頬の打撲

苦情
意見

4

〇登園時～降園時まで紙おむつで過ごしていたことについて。
〇濡れた靴が園児の鞄から出てきたことについて。
〇猫の糞を踏んで帰ってきたことについて。
〇動画の配信について。

検証

事故 8

○ロフト階段から飛び降り、額・右手首打撲
○室内に入ってきた蜂に刺される
○園外保育中、蜂に刺される
○園児が持っていたシャベルが右目横にあたり軽度の裂傷
○椅子から転倒し右ひじ肘内障
○転倒し前歯打つ(３件)

苦情
意見

2
○子どもが投げた洗濯ばさみが近隣の敷地に入る。
〇駐車場が混雑している事で、スギ薬局利用者が利用できない。

検証
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○受診を検討するような事例については、必ず保護者に連絡報告をすることや事故原因を看護
師・リスクマネジメントリーダーを中心に検証し対応する。
○子ども同士のトラブルについては発達上の姿である事も伝えていきつつ、各家庭の間に園が
入って問題解決へと進めていく。
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〇保護者に寄り添った対応を職員間で共有する
〇集団生活での関わりについて、保護者の方にご理解いただける様に普段から様子
を伝える様にする。また、トラブルがあった際には丁寧に対応していく。
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○ヒヤリハットの検証、安全管理と設備の見直しを定期的に行っていく。
〇保護者に駐車場のルールの周知・徹底を注意喚起する。また許可申請のルールの見直しを行
う。
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○受診を検討するような事例、経過観察が必要な体調の変化については、必ず保護者に連絡報
告をすることを再度周知徹底する。
○子どもが行う取り組みのねらいを伝え、子どもが行っている姿を最後まで確認する。
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〇担当間の引継ぎや伝達を確実に行ったり、子ども自身の育ちに合わせた援助を行っていく。
また、保育の意図や子どもの育ちへのねらいを伝えていく。
〇現在行っている猫対策を強化していく。


